特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース　　　12年12月27日　　440号
里山農園年末清掃　　排水溝掘削（山村）　　農道整備（岡本）22日（土）
20日と21日の雨で里山農園での出水はかなりの量でした。5号地の畦や山際からの、しみ出る水はすごい量が集ってきています。
そして排水路が無く全てが地面にしみこませる方式で成り行き任せでした。5号地は水溜りの部分と湿地の部分そして冠水しない部分に分れて、1枚の田圃で三分割の植物がそれぞれ生育しています。この春から繁茂している雑草を刈り取って地面を露出させると様相がよくわかりました。スイカを植え付けましたが少し強い雨が続くと冠水し、収穫はできませんでした。なにはともあれ排水溝の設置なしには何事も始まらないことが身にしみてわかりました。
しかしこれまで時間が無く掘削まで手が届きませんでしたが、年末になって少し余力ができて、21日に里山農園整備と位置付けて作業を行いました。その後少しの時間でも見つけて掘削を行い、浸水箇所の半分ぐらいの面積の排水ができるようになりました。畦際や山際で漏れ水を受け入れる排水溝を掘り上げなければ完成とはいえず、いよいよここからが真剣勝負になると思います。時間のある方がおられましたら長靴でお手伝いをお願いします。放棄田の復旧は本当に大変ですね。
草内倉庫周辺　年末清掃と備品や用具の棚卸（深田理事長　森島理事　山村常務理事）　23日（日）
23日は里山倉庫周辺の清掃と備品や道具の棚卸の日としました。深田理事長や森島理事、山村常務理事の3人が10時ごろ倉庫前に集合して作業を進めました。朝方は強い寒さで大変だなあと感じていましたが、徐々に寒さが和らぎ作業をするには適当な温かさになり、心地よく進みました。
倉庫の棚を作った時収納したままのものもあり、ほこりをかぶったものもありました。それらを天気が良かったので、全て外に運び出し、並べ点検をしました。不足するものも中にはありましたが、90％の品物が確認できました。これだけの道具を買いそろえるのは大変なことと改めて感心しました。周辺の草の中に飛び散った板などが散在し、それを拾い集め、斜面の草を刈り取り、外回りもこれまでになく整理整頓ができました。午後からは運び出した品物を点検確認しながら収納作業を進めました。
2時頃に小雨がパラつきだしたので、収納ピッチを上げ降り出す前に納めることができました。腐食して使用不可能な資材は焼却処分を進めました。これまで、棚卸を的確に実施したのは初体験でした。これをよい機会として毎年正確な財産管理が実行出来るような体制を整えなければならないと実感した1日でした。
オオムラサキ調査　24日　午後周辺でクヌギ調べ　24日（月）　9名の参加　
大人5人が発見　オオムラサキ15匹　ゴマダラチョウ3匹を見つける。この日は舞鶴等、日本海地域で雪が降るとの予報が出されていました。朝の冷え込みは厳しいものがありました。里山農園の水たまりは全部真っ白で氷が張っています。少し水分のあるところは霜柱が立っています。ザクザクと心地よい音がする厳しい凍てつく冷え込みでした。どんよりとした冬空は重く雪空です。この分だと参加者はいないんではないかと少し心配です。今年最終のイベントですので成功させなくてはと電話で確認を行いました。集合場所の普賢寺小学校前には、早くも金田さん、播川さんが来ておられました。間もなく枚方市から塚原さんが単車で来られました。引き続き田中さん親子、沢内さんがそろって、大池に移動。イノシシ防御の柵が完璧に張り巡らされていてなかなか目的地に到着が困難でした。
やっとのことで巨大なエノキに到着です。昨年は3匹が発見された場所です。着くや否やのうちに「おった！」と金田さんの声が響きました。続いてどんどん発見が続きます。えのきの葉っぱだけでなく竹笹にもくっついています。約20分ほどでしたが、ゴマダラチョウが3匹と、なんとオオムラサキが13匹も見つかりました。さっそく明るいところに移動して思い思いの姿勢で撮影を行いました。

これほど多くの幼虫が一度に発見されたのは調査を始めて以来の最高記録ではないかと思います。みんな寒さも忘れ、興奮して、次の地点を調べましょうと、足取りも軽く元気に移動開始です。ここもイノシシ防御柵が張られています。ここは昨年10匹近くが見つけられている、比較的新しい最適の場所です。ここでは意気込んで調べましたが、昨年のようには見つかりません。やっと2匹のオオムラサキが見つかりました。ここの調査中から降り出した粉雪が本格的になってきました。皆さんこれ以上の調査続投は無理と判断しました。時間は12時過ぎになっていました。成果１5匹と3匹を確認して帰路につきました。総数では調査開始以来、第2位となる成果がありました。普賢寺の谷の自然環境の素晴らしさを改めて確認できた調査会でした。
里山の会2012年　十大ニュース　決まる
前号で10大ニュースにピックアップが適当と思われる候補をお知らせいたしましたが、ご返答が無く、26日の事務局会議出席者で投票で決定させていただきましたので、お知らせいたします。
➀環境大臣表彰受賞　　           6月29日　　（415号）
②ササユリの開花40年ぶり　　　     6月6日　     （411号）
➂防賀川に植樹が実現　　　       3月18日　  （400号）
➃会員数259人最高会員を記録 　　4月21日　　（402号）
➄絶滅種タニジャコウソウ62年ぶり発見 　9月23日　（427号）
➅里山農園100円コーナ実現　　　　      6月6日　　（412号）
➆京都府植物誌ノート資料原本集発刊・京都府図書館等4館に寄贈　　3月1日　（398号）
➇オオムラサキ成虫7年ぶりに写真撮影に成功6月30日（415号）
➈里山講演会・城陽市で初開催成功　9月8日　 （425号）
➉里山農園開拓第一次分完成　　　　5月30日　（410号）
(　)は週刊ニュース掲載号　　　





お問い合わせは里山の会まで　　0774-64-4183



黒豆味噌つくり





参加者募集　　20人先着順


1月15日　（火）　





出　発　　午前7時　新田辺駅出発　


参加費　　1人前10㎏　11000円


交通費・弁当・みそ代　福知山温泉入湯料含む）　








　　　　七草摘み・七草粥


　　　　参加者募集


正月6日（日）





9時30分～12時


集　合　近鉄新田辺駅西口


参加費　500円


七草を摘み七草粥を作り食す


新年の抱負を述べあう





第2部　新年初顔合わせ（500円　有志）














お話


上島裕氏（予定）


「七草のお話し」


本会顧問　植物愛好家


乞う　ご期待





炭焼き体験学習


初日　原木を切り出す


正月26日（土）集合：近鉄三山木駅　9時


場　所：京田辺市普賢寺水取


参加費：保険代実費（300円）


二日目　2月16日（土）9時集合　13時～


原木の釜入れ　着火　火勢見守り


三日目　2月23日（土） 9時集合　12時まで


　　　　　釜だし　商品化作業


参加費：各1日1000円（相談に応じます)　お土産：炭　　　　　





第5回木津川沿川活動団体交流会





1月19日（土）13：00～17：00





講師　村上興正　先生


「これからの木津川」





場所　京田辺市　中部住民センター


山城大橋西詰交差点北側











週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

